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昔
懐
か
し
い
遊
び
や
伝
統
の
行
事
を
体
験
し
な
が
ら
、

世
代
間
の
交
流
を
図
る
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が
、
穂
坂
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
、
地
域
の
大
人
た
ち

の
指
導
の
も
と
、
紙
細
工
や
和
凧
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
竹
馬
な

ど
の
制
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
細
か
い
作
業
に
苦
戦
し
な

が
ら
も
、児
童
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
の
共
同

作
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、
思
い
出
に
残
る
作
品
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

穂
坂
町
で
は
、
伝
統
文

化
の
継
承
と
地
域
の
交

流
・
絆
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
、
小
学
校

と
地
区
公
民
館
の
共
催
に

よ
り
、
ふ
れ
あ
い
教
室
を

企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

地域の交流・絆から伝統の文化を知ろう

　　　　　～穂坂小学校～

　

郷
土
食
を
知
り
、
食
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
山

梨
の
冬
の
ご
ち
そ
う
〝
ほ
う
と
う
づ
く
り
〟
に
、
韮
崎
北
東
小
学
校
の
６

年
生
88
名
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
と
学
校
栄
養
士
の

指
導
の
も
と
、
生
地
づ
く
り
か
ら
挑
戦
。
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
麺
を
伸
ば
し
、
思
い
思
い

の
太
さ
に
切
り
ま
し
た
。
食
べ
応
え
の
あ
る

太
い
麺
に
地
元
産
の
野
菜
が
ふ
ん
だ
ん
に

入
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
ほ
う
と
う

の
仕
上
が
り
に
、
大
満
足
の
児
童
た
ち
。

　

横
内
市
長
も
来
校
し
、
調
理
の
過
程
を

見
学
後
、
給
食
の
ひ
と
品
と
な
っ
た
児
童

特
製
の
〝
信
玄
ほ
う
と
う
〟
を
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。

山
梨
の
冬
の
ご
ち
そ
う
〝
ほ
う
と
う
づ
く
り
〟

　
　
　
　

～
韮
崎
北
東
小
学
校
～

韮崎北東小学校
藤井町駒井１９１２番地

牛山 正司 校長
全校児童４７８名

《学校教育目標》
かしこく　やさしく　たくましく
・進んで学ぶ子ども
・豊かな心をもつ子ども
・じょうぶな子ども
・ふるさとを愛する子ども

穂坂小学校
穂坂町宮久保６１２１番地

祝 とよ子 校長
全校児童９５名

《学校教育目標》
心豊かで、かしこく、たくましい子どもの育成
・本気で相手の気持ちを考え、友だちと協

力する、心豊かな子ども　
・最後までやりぬく、たくましい心と体の子ども
・考えをもち、進んで学習する、かしこい子ども
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本
年
も
老
壮
大
学
で
は
、
毎
月

一
回
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
を
講
師
に
迎
え
た
講
座

の
ほ
か
、
映
画
上
映
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て

習
え
る
「
社
交
ダ
ン
ス
教
室
」「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
の
ほ
か
、
楽
し
い

部
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以

上
の
方
（
昭
和
28
年
3
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）

■
入
学
金　

　

２
、０
０
０
円
（
年
額
）

■
内
容

□
午
前

・
ク
ラ
ブ
（
書
道
・
文
芸
・
手
芸
・

園
芸
・
写
真
・
華
道
・
舞
踊
・

囲
碁
・
読
書
・
詩
吟
）

・
教
室
（
社
交
ダ
ン
ス
・
パ
ソ
コ
ン
）

※
希
望
者
の
み
・
人
数
制
限
有
り

□
午
後　

講
演
（
下
表
の
と
お
り
）

■
申
込

　

所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
３
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当
へ
入
学

金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
は
福
祉
課
窓
口
・
社
会

福
祉
協
議
会
・
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
ご
ざ
い
ま
す
。

■
平
成
24
年
度
開
講
式

　

４
月
27
日
（
金
）
13
時
～
15
時

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

 （
内
線
１
８
１
）

月日 内容・講師 会場
4 月 27 日 開講式・特別講演� 韮崎市長　横内　公明

市民交流センター 3 階
多目的ホール

5 月 18 日 ・ボケちゃいけない！進ませない！
・独居高齢者を狙え！� シニアふる里劇団

6 月 22 日
日本で唯一【ミュージカル落語】助け合う心を育てよう！
～他人を思いやる心が、みんなを幸せにするんだよ～
� ミュージカル落語家：三遊亭　亜郎

7 月 20 日 簡単で楽しい健康講座～安全は健康管理から～
� フリーアナウンサー・健康管理士 : 小久保　晴代

8 月 24 日 カラオケ大会・歌謡ショー� 演歌歌手：雲井　滝乃
東京エレクトロン
韮崎文化ホール・小ホール9 月 21 日 映画鑑賞『小川の辺（おがわのほとり）』

� 出演：東山紀之・菊池凜子・尾野真千子ほか
10 月 19 日 老壮大学寄席� 落語家：春風亭　柳之助

市民交流センター 3 階
多目的ホール11 月 16 日 要介護 5、実母の介護体験から教えられたこと

� 講談師／声優：一龍斎　春水
12 月 14 日 クリスマス会・ビンゴ大会

平成 25 年

1 月 18 日

生の音楽で心に安らぎを！落語で心に豊かな笑いを！
音楽（ギター・フルート）と落語の宅配便！
� ギター・フルート奏者・落語家：立川　志隆

2 月 1 日 カラー＆メイクで素敵な自分発見～元気をつくるメイクと色～
� カラー＆メイクアップスタイリスト：山田　優子

3 月 1 日 修了式・大学祭

　

詩
吟
部
を
紹
介
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　

　

詩
吟
部
の
講
師
は
、
日
本
詩
吟

学
院
岳
風
会
の
師
範
の
資
格
を
も

つ
宮
沢
幸
子
さ
ん
で
す
。

　

練
習
は
老
大
開
講
の
日
を
含

め
、
月
に
３
回
行
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
腹
式
呼
吸
、
お
口
の

体
操
、
発
声
練
習
、
吟
道
精
神
の

唱
和
、
さ
ら
に
詩
吟
の
基
本
吟
詠

と
い
わ
れ
る
「
朗
詠
」
を
全
員
で

吟
じ
、
そ
の
後
、
先
生
よ
り
直
接

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
個
人
ご
と

に
順
次
、
漢
詩
や
和
歌
、
俳
句
等

を
練
習
し
ま
す
。

　

３
月
の
大
学
祭
で
は
、
練
習
の

成
果
を
、
老
大
生
観
衆
の
晴
れ
の

舞
台
で
独
吟
、
合
吟
と
い
う
組
み

合
わ
せ
で
発
表
す
る
ほ
か
、
10
月

の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
に
も
、
市

文
化
協
会
の
一
員
と
し
て
出
演

し
、
韮
崎
市
の
文
化
向
上
・
発
展

の
た
め
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

夏
男
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月
に
一
度
の
講
座
等
は
無
理
な

く
自
由
に
参
加
で
き
、
実
力
派
の

講
師
に
よ
る
講
演
は
も
ち
ろ
ん
、

楽
し
い
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
活
動
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
暮

ら
し
た
い
と
お
考
え
の
方
な
ら
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
誰
で
も
入

学
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
生
涯
学

習
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
入
学
金　

　

５
、０
０
０
円
（
年
額
）

※
一
講
座
２
、０
０
０
円
の
体
験
入

学
も
ご
ざ
い
ま
す
。

■
内
容

□
午
前

・
ク
ラ
ブ
（
書
道
・
俳
句
・
料
理
・

手
芸
・
陶
芸
・
パ
ソ
コ
ン
・
プ

リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
）

・
同
好
会
（
伝
統
文
化
・
切
り
絵
）

※
希
望
者
の
み
・
人
数
制
限
有
り

□
午
後　

講
演

　

詳
し
く
は
、
平
成
24
年
度
武
田

の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
受
講
案
内

（
各
戸
配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込

　

所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
４
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
、

教
育
課
生
涯
学
習
担
当
へ
入
学

金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
は
教
育
課
窓
口
に
ご
ざ

い
ま
す
。

■
平
成
24
年
度
開
講
式　

　

４
月
19
日
（
木
）
13
時
30
分
～

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

 （
内
線
２
６
８
）

　　　

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
を

　

一
般
開
放
し
ま
す

　
「
歌
と
ヴ
ィ
オ
リ
ラ
」
で
関
東

を
中
心
に
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

演
、
自
身
の
福
祉
体
験
を
音
楽
活

動
に
生
か
す
「
歌
う
介
護
士
」
の

顔
も
持
つ
女
性
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
桂
宏
美
さ
ん
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。
春
か
ら
の
入

学
を
お
考
え
の
方
を
は
じ
め
、
ご

近
所
お
誘
い
の
上
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

３
月
10
日
（
土
）

■
場
所

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
内
容

・
平
成
23
年
度
閉
講
式

　

13
時
10
分
～

・
桂
宏
美
コ
ン
サ
ー
ト

　

13
時
45
分
～

・
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
作
品
展
示

　

12
時
～
16
時
・
展
示
室

ア
メ
リ
カ
・
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
記
念

親
善
使
節
団
募
集

　

韮
崎
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
市
は
、
昨
年
、
姉
妹
都
市
締
結

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
の
支
援

活
動
の
た
め
延
期
し
ま
し
た
姉
妹

都
市
締
結
40
周
年
親
善
使
節
団

を
、
今
回
改
め
て
市
民
の
皆
さ
ま

よ
り
募
集
し
ま
す
。

■
訪
問
先

　

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
ほ
か

■
訪
問
期
間
（
予
定
）

　

５
月
９
日
（
水
）
～
15
日
（
火
）

　

滞
在
は
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

市
の
家
庭
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
な

り
ま
す
。

■
募
集
人
数　

９
名

■
応
募
資
格

①
韮
崎
市
在
住
で
健
康
に
自
信
の

あ
る
20
歳
以
上
の
方

②
派
遣
後
も
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事

業
等
で
韮
崎
市
の
姉
妹
都
市
交

流
事
業
に
協
力
で
き
る
方

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
ご
記
入
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
、
企
画
財
政
課
窓
口
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

(http://w
w

w
.city.nirasaki.

lg.jp/art546)

■
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

い
た
し
ま
す
。

■
参
加
費
用

　

約
32
万
円
（
う
ち
約
３
分
の
１

を
市
が
補
助
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

 （
内
線
３
５
５
・
３
５
７
）

　
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
か
ら

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
26
日
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
市
か
ら
東
日
本
大
震
災
復
興
義

援
金
と
し
て
３
、５
０
０
ド
ル
（
日

本
円
２
６
７
、７
３
０
円
）
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
し
て
被
災
地
の
復
興
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
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　国民健康保険は、地域住民の医療の確保と
健康保持増進、福祉の向上に重要な役割を果
たしています。
　医療費は、国保会計の歳出の６割以上を占
めています。医療費が増大することは、国保
税の引き上げに直接つながっていきます。
　ジェネリック医薬品の活用や、健康診断の
受診による早期発見早期治療により医療費の
削減に努めましょう。

国民健康保険は、
　万一のときの
　　大切な制度です

自助

共助

公助

　 　

新
し
い
保
険
証
を

　

 

郵
送
し
ま
す

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
、
３
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ

と
な
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
保

険
証
を
３
月
31
日
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。
期
限
切
れ
と
な
る
保
険
証

は
、
３
月
31
日
を
過
ぎ
て
か
ら
各

自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

①
４
月
２
日
以
降
に
75
歳
に
到
達

す
る
方

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日
で
す
。
誕
生
日
ま

で
に
、
そ
の
後
使
用
で
き
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
が
別

途
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
へ
の
保
険
証
の

　

交
付
に
つ
い
て

　

在
学
中
で
、
住
所
が
就
学
地
に

あ
る
場
合
、
４
月
１
日
以
降
の
在

学
証
明
書
を
持
参
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
保
険
証
を
交
付
さ

れ
て
い
た
方
が
卒
業
し
た
り
、
辞

め
た
り
し
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に

保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」　  

　

を
お
持
ち
の
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、

４
月
１
日
よ
り
窓
口
負
担
割
合
が

２
割
と
な
る
高
齢
受
給
者
証
を
お

使
い
い
た
だ
い
て
い
る
70
～
74
歳

の
方
は
、
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

引
き
続
き
来
年
度
も
１
割
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
受
給

者
証
を
３
月
下
旬
ま
で
に
郵
送
い

た
し
ま
す
の
で
、
４
月
よ
り
そ
ち

ら
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　

減
額
認
定
証
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
に
入
院
や
高
額
な
外

②
現
在
退
職
者
医
療
制
度
︵
保
険

証
の
右
上
に

と
表
示
︶
の
対

象
者
で
4
月
1
日
以
降
65
歳
に

到
達
す
る
方

　

保
険
証
に
誕
生
月
の
末
日
（
誕

生
日
が
月
の
初
日
の
場
合
は
前
月

の
末
日
）
ま
で
が
退
職
者
医
療
制

度
の
対
象
で
あ
る
旨
、
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
扶
養
の
方
で
退
職

者
本
人
の
方
が
先
に
65
歳
に
到
達

す
る
場
合
、
退
職
者
本
人
と
同
日

ま
で
が
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

で
あ
る
旨
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
誕

生
月
の
末
日
以
降
も
同
じ
保

険
証
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま

す
。

　

転
出
、
社
保
加
入
の
場
合
は

　

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い 

　

他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
り
、

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り

し
た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
国
保
の

保
険
証
を
返
還
し
、
国
保
を
や
め

る
手
続
き
を
14
日
以
内
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
国

保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
医
療
機

関
窓
口
に
「
認
定
証
」
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
保
険
適
用
さ
れ
る
医

療
費
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ

た
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
を
、
ま

た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
食
事
代
に
つ
い
て
も
減
額
さ
れ

た
額
で
の
支
払
い
で
済
む
制
度
で

す
。

　

平
成
24
年
4
月
よ
り
外
来
診
療

も
「
認
定
証
」
を
提
示
す
れ
ば
、

所
得
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額

で
の
支
払
い
で
済
む
よ
う
に
な
り

ま
す
。
適
用
は
申
請
月
の
初
日
と

な
り
ま
す
。
適
用
を
希
望
す
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
「
認
定
証
」
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
持
ち
の
「
認

定
証
」
を
そ
の
ま
ま
外
来
診
療
に

も
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
再
度
申

請
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
自
己
負
担
限
度
額
は
、

世
帯
の
所
得
、
年
齢
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費

助
成
受
給
者
証
に
つ
い
て

　　

新
し
い
受
給
者
証
の
有
効
期
限

は
、お
子
さ
ま
が
15
歳
に
な
っ
た
後




